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【注意】 シスコ製品をご使用になる前に、 安全上の注意

（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/） をご確認 く ださい。

本書は、 米国シスコシステムズ発行ドキュ メン トの参考和訳です。

米国サイ ト掲載ドキュ メン ト との差異が生じる場合があるため、 正式な内容については
米国サイ トのドキュ メン ト を参照く ださい。

また、 契約等の記述については、 弊社販売パートナー、 または、 弊社担当者にご確認 く
ださい。
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本書について

目的

本書は、 エクスペ リエンス検証プロセスでの最終的なチェ ッ クポイン ト の 1 つと して、
Cisco TelePresence™ 500 システムがお客様の環境で適切に導入されている こ と を確認する
ためのものです。 本書には、 インス トールおよび設定が正し く完了した後で確認すべき項
目や実行すべきタス クの リ ス ト が記載されています。 この検証によ り、 システムが想定ど
おりに機能している こ と を簡単にチェ ッ クできます。

対象読者

本書は、 お客様の環境における  Cisco TelePresence 500 システムのインス トールと導入の担
当者を対象にしています。 たとえば、 シスコの担当者、 Cisco Advanced Technology 
Partner、 あるいはお客様側の IT エンジニアなどが該当します。

前提条件および警告

本書は、 Cisco TelePresence 500 システムの組み立ておよび設定が完了している こ と、 およ
びこのシステムがお客様の Cisco® Unified Communications Manager ク ラスタに登録されて
いる こ と を前提と しています。 さ らに、 会議室がお客様の calendaring application （カレン
ダ リ ング  アプ リ ケーシ ョ ン） においてプロビジ ョ ニングされており、 かつお客様のグルー
プウェアと  Cisco TelePresence Manager Application にそれぞれ適切に統合されている こ と も
前提条件です。

関連資料

必要に応じて、 お客様の環境における  Cisco TelePresence の導入に適用される各種設計書
を参照して ください。 また、 Cisco TelePresence 500 System Pre-Deployment Questionnaire、
および回答書も参考にして ください。
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エクスペリエンス検証プランの概要

エクスペ リエンス検証プランは、 Cisco TelePresence 500 システム向け Essential Operate 
Service のエクスペ リエンス検証部分における最終手順の 1 つです。 このプロセスの既定の
目標は、 主なチェ ッ クポイン ト をいくつか導入ラ イフサイ クルに追加して、 基本的な
チェ ッ クおよび検証を実行できる よ うにし、 ユニッ ト の導入と操作が正し く行われる可能
性を高める こ とです。

すべての質問が適正に回答され、 またすべての必須推奨事項がタイム リーに実行されるた
めには、 Cisco、 ATP、 およびお客様との間に緊密なパー トナーシップが存在しなければな
り ません。

本書での確認事項は、 システムが想定どおりに動作している こ と、 およびエクスペ リエン
スが最高水準を維持している こ と を検証するための、 基本的な承認テス ト  プランと して作
成されたものです。

このテス ト  プランの適用範囲は、 次のとおりです。

• Physical logistics （物理的ロジステ ィ ッ ク）

• コール スケジューリ ング

• コール処理 （長期的な安定性を確認するために、 ある程度長い期間のコールを発信す
る）

• オーディオおよびビデオの品質

• 機能のテス ト

• コール統計情報 （ベースラ インを取得後、 コールを何回か実行してベースラ イン と比
較する）

テス ト の結果は、 表 1 にま とめて ください。

表 1 導入後チェ ッ クの集計表

テスト 番号 テスト の説明 合格 / 不合格の結果

Physical logistics（ 物理的ロジスティ ッ ク ）

A1 ユニッ ト配置の検証 （距離） 合格□　不合格□　該当なし□

A2 参加者の位置の検証 （着席位置） 合格□　不合格□　該当なし□

A3 カ メ ラがインス ト レーシ ョ ン  ガイ ドのとおりに適
切に調整されているか

合格□　不合格□　該当なし□

コールのスケジュール

B1 Cisco TelePresence コールがグループウェア  アプ リ
ケーシ ョ ンを介してスケジュールできる こ とを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

B2 スケジュールされた会議が IP Phone に送信される
こ とを確認する

合格□　不合格□　該当なし□
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エクスペリ エンス検証プランの概要
コール処理

C1 スケジュールされたコールを  Cisco TelePresence IP 
Phone から発信する

合格□　不合格□　該当なし□

C2 オーディオ アド イン  コールを実行できる こ とを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

C3 保留 / 再開機能を検証する （シグナ リ ング、 MOH、
I-CCT のテス ト ）

合格□　不合格□　該当なし□

C4 アドホッ ク  コールを発信する （手動、 または短縮
ダイヤル経由）

合格□　不合格□　該当なし□

機能

D1 Auto Collaborate Presentation （自動コ ラボレー ト  プ
レゼンテーシ ョ ン） が機能しているかど う かを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

オーディ オおよびビデオの品質

F1 オーディオ品質の検証 合格□　不合格□　該当なし□

F2 ビデオ品質の検証 合格□　不合格□　該当なし□

コール統計情報

E1 コール中にコール統計情報を取り込める こ とを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

E2 コール後にログ ファ イルを取り込める こ と を確認
する

合格□　不合格□　該当なし□

テスト 番号 テスト の説明 合格 / 不合格の結果
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エクスペリエンス検証のテスト  ケース

Physical logistics（ 物理的ロジスティ ッ ク）

テス ト  ケース A1 ： ユニッ ト配置の検証 （距離）

概要 ： Cisco TelePresence 500 システムのユニッ ト を正し く配置するこ とは、 エクスペ リエ
ンスにと って不可欠です。 この装置は、 リモー ト参加者から参加者を見たと き、 参加者の
位置とサイズが適切であるよ うに見える場所に設置する必要があ り ます。 アセンブ リ  マ
ニュアルに記載の配置ガイ ド ラ インを、 図 1 に示します。

図 1 ユニッ トの配置

参加者は、 インス ト レーシ ョ ン  ガイ ドの指示どおり、 ユニッ ト から  1.2 ～ 1.8 M ほど離れ
た正しい位置にいますか？ いいえ

ユニッ ト と参加者との距離が適正範囲内にある場合は、 「合格」 にチェ ッ クマークを付け
て ください。 距離が適正でない場合は、 「不合格」 にチェ ッ クマークを付けて ください。

A1 ユニッ ト配置の検証 （距離） 合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
テス ト  ケース A2 ： 参加者の位置の検証 （着席位置）

概要 ： Cisco TelePresence 500 システムのユニッ ト を正し く配置するこ とは、 エクスペ リエ
ンスにと って不可欠です。 このユニッ トは、 リ モー ト参加者から参加者を見たと き、 参加
者の位置とサイズが適切であるよ うに見える場所に設置する必要があ り ます。 ユニッ ト と
参加者との距離が適正である こ と を確認したら、 ユーザがカ メ ラのビューで中央に正し く
配置されている こ と、 およびユーザの着席時の高さが適正である こ と も検証する必要があ
り ます。 Cisco TelePresence 500 システムには、 ユーザの位置が適正である こ とを確認する
のに役立つ、 位置確認用 LED が備わっています。 ユーザが着席時にこれらの位置確認用 
LED のいずれかを見るこ とができる場合、 そのユーザの位置は正し くないため、 LED が
見えな く なるよ う にシー ト を調整する必要があ り ます。

図 2 Cisco TelePresence 500 システムの位置確認用 LED

参加者は、 位置確認用 LED が見えない位置に正し く着席していますか？ いいえ

参加者に位置確認用 LED が見えない場合は 「合格」 にチェ ッ クマークを付け、 見える場
合は 「不合格」 にチェ ッ クマークを付けて ください。

A2 参加者の位置の検証 （着席位置） 合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
テス ト  ケース A3 ： カ メ ラ調整の検証

概要 ： Cisco TelePresence 500 システムをオンラ インにする際の重要な手順の 1 つは、 カ メ
ラが調整され、 ホワイ ト  バランスが適切である こ との確認です。 これを行う ための手順
は、 アセンブ リ  ガイ ドに記載されています。 カ メ ラの焦点が合っている こ と、 およびこの
ユニッ ト のホワイ ト  バランス調整が完了している こ と を検証して ください。

カ メ ラの焦点とホワイ ト  バランスは、 アセンブ リ  ガイ ドの指示どおりに調整されていま
すか？ いいえ

ユニッ ト の調整が完了している場合は、 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて ください。 調
整が完了していない場合は、 「不合格」 にチェ ッ クマークを付けて ください。

コールのスケジュール

テス ト  ケース B1 ： Cisco TelePresence コールをスケジュールできることを確認する

概要 ： Microsoft Outlook または Lotus Notes を開き、 会議が今から約 20 分後に開始するよ
う に、Cisco TelePresence 500 システムおよびその他の利用可能な Cisco TelePresence ユニッ
ト を使用して会議をスケジュールします。 現在の会議室での会議に、 その他の Cisco 
TelePresence 会議室を  1 つだけ参加させる こ とで、 この手順を完了します。 可能な場合に
は、 このサイ ト と地理的に離れている別サイ ト の会議室を選択します。 この会議の期間
は、 30 分になるよ うにスケジュールします。

会議が受け入れられる と、 会議が正常にスケジュールされたこ と を確認した旨の電子メー
ルが Cisco TelePresence Manager から送信され、 IP Phone にその会議が瞬間的に表示されま
す。

1. 別の Cisco TelePresence エン ドポイン ト で、 30 分間の会議をスケジュールします。

会議は正常にスケジュールされましたか （Cisco TelePresence Manager アプ リ ケーシ ョ ンか
ら、 確認メールが届きましたか） ？ いいえ

この手順が失敗した場合は、 Cisco TelePresence のサポー ト組織にその原因の調査を依頼し
て ください。 失敗しなかった場合は、 下に示す 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて くださ
い。 何らかの異常が確認された場合は、 「例外」 欄に記入して ください。

A3 カ メ ラ調整の検証 合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：

B1 Cisco TelePresence コールをスケジュールできる こ
とを確認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
テス ト  ケース B2 ： スケジュールされた会議が IP Phone に送信されることを確認する

概要 ：会議が正常にスケジュールされ、 さ らに Cisco TelePresence Manager からの確認メー
ルがユーザに届く と、 会議室内の Cisco 7975 IP Phone に会議の情報が送信されます。 この
手順では、 会議が電話機に正し く表示される こ と を検証します。

1. 会議が、 スケジュールされた会議と して IP Phone に現在表示されている こ とを検証
します。

（注 ： スケジュールされた会議の XML ページがデフォル ト のページと して設定されていな
い場合は、 スケジュールされた会議のページに移動するためのソフ ト キーを  IP Phone で押
す必要が生じる こ とがあ り ます。）

スケジュールされた会議が、 Cisco 7975 IP Phone に表示されましたか？ はい

この手順が失敗した場合は、 Cisco TelePresence のサポー ト組織にその原因の調査を依頼し
て ください。 失敗しなかった場合は、 下に示す 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて くださ
い。 何らかの異常が確認された場合は、 「例外」 欄に記入して ください。

コール処理

テス ト  ケース C1 ： IP Phone の 「One-Button-to-Push」 機能を使って、 スケジュールさ
れた Cisco TelePresence コールを発信する

概要 ： この段階では、 Cisco TelePresence コールが正常にスケジュールされており、 会議が 
Cisco 7975 IP Phone に表示されています。 IP Phone のタ ッチ ス ク リーンで会議を押すか、
Start Meeting ソフ ト キーを使用して、 指定された会議開始時間にコールを発信します。

コールは リモー ト の Cisco TelePresence 会議室に正常に接続され、 双方向のオーディオお
よびビデオがク リ アに再生されます。 このコールを、 30 分の会議期間の最後まで継続させ
ます。 このコールの最中に、 一部の基本的な機能を検証する と と もに、 一部のコール統計
情報およびログ  ファ イルを収集します。

コールを正常に発信できましたか？ はい

リモー ト参加者が見えますか？ はい

リモー ト参加者の声が聞こえますか？ はい

いずれかの手順が失敗した場合は、 Cisco TelePresence のサポー ト組織にその原因の調査を
依頼して ください。 失敗しなかった場合は、 下に示す 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて
ください。 何らかの異常が確認された場合は、 「例外」 欄に記入して ください。

B2 スケジュールされた会議が IP Phone に送信される
こ とを確認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
テス ト  ケース C2 ： Cisco TelePresence セッシ ョンに、 別の電話ユーザを参加させるこ
とができるか確認する

概要 ： Cisco TelePresence 500 システムで Cisco TelePresence コールを正常にスケジュール
し、 発信する こ とができたら、 次は、 Cisco TelePresence 会議に音声のみの参加者を正常に
参加させる こ とができるかど うかを検証します。

次の手順を実行します。

1. Cisco 7975 IP Phone の Confrn ソフ ト キーを押します。

2. 携帯電話または各種固定電話の電話番号を、 ダイヤルする こ とによって入力します。

3. Dial ソフ ト キーを押して、 コールを開始します。 この段階では、 指定した番号をシ
ステムがダイヤルしている間、 Cisco TelePresence コールは保留にな り ます。

4. 音声コールが応答されたら、 Cnfr/Join ソフ ト キーを押して、 音声参加者およびリ
モー ト の Cisco TelePresence ユニッ ト を追加します。

携帯電話または固定電話に正し くダイヤルできましたか？ はい

すべての参加者を正常に参加させる こ とができましたか？ はい

全員が他のすべての参加者の声を明確に聞き取る こ とができましたか？ はい

上記の質問のいずれかに 「いいえ」 と回答した場合は、 Cisco TelePresence のサポー ト組織
にその原因の調査を依頼して ください。 「いいえ」 がなかった場合は、 下に示す 「合格」
にチェ ッ クマークを付けて ください。 何らかの異常が確認された場合は、 「例外」 欄に記
入して ください。

テス ト  ケース C3 ： コールを保留にしてから再開できることを確認する

概要 ： この段階では、 Cisco TelePresence コールを正常に発信しており、 音声のみの参加者
との会議を正常に行っています。 この次の手順では、 Cisco TelePresence コールの保留を正
常に行える こ と、 およびその後でそのコールを正常に再開できる こ と を検証します。 次の
手順を実行します。

1. Cisco 7975 IP Phone で Hld/Resm ソフ ト キーを押して、 コールを保留にします。

2. 1 分間待ちます。

3. Hld/Resm ソフ ト キーを押して、 コールを再開します。

コールの保留を正常に行えましたか？ はい

コールを正常に再開できましたか？ はい

C1 Cisco TelePresence コールを発信できる こ と を確認
する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：

C2 オーディオ アド イン  コールを実行できる こ とを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
上記の質問のいずれかに 「いいえ」 と回答した場合は、 Cisco TelePresence のサポー ト組織
にその原因の調査を依頼して ください。 「いいえ」 がなかった場合は、 下に示す 「合格」
にチェ ッ クマークを付けて ください。 何らかの異常が確認された場合は、 「例外」 欄に記
入して ください。

テス ト  ケース C4 ： 別の Cisco TelePresence ユニッ トにアドホック  コールを発信する

概要 ： このテス ト  ケースでは、 スケジュールされた会議を終了します。 リ モー ト の Cisco 
TelePresence 会議室に手動でダイヤルします。 別の利用可能な Cisco TelePresence 会議室の
電話番号を検索し、 その会議室に Cisco TelePresence 500 システムからダイヤルします。

1. Cisco 7975 IP Phone の Manual ソフ ト キーを押します。

2. New Call ソフ ト キーを押します。

3. リ モー ト の Cisco TelePresence ユニッ ト の内線番号または電話番号をダイヤルしま
す。 続けて、 Dial ソフ ト キーを押します。

4. リ モー ト の Cisco TelePresence エン ドポイン ト （着信番号） が、 コールに自動的に応
答します。

5. コールが正常に接続する こ と を確認します。

アドホッ ク  コールを正常に発信できましたか？ はい

機能のテスト

テス ト  ケース D1 ： Auto Collaborate Presentation （自動コラボレート  プレゼンテーショ
ン） が画面に正し く表示されるかどうかを検証する （Picture in Picture の検証）

概要 ： このテス ト  ケースでは、 Cisco TelePresence 500 システムの自動コ ラボレーシ ョ ン機
能を使用して、 プレゼンテーシ ョ ンを リモー ト の会議室と共有する機能について検証しま
す。 セカンダ リ  LCD 画面に リ モー ト のプレゼンテーシ ョ ンを表示するオプシ ョ ンも存在
しますが、 このテス ト では、 Picture-in-Picture 機能を用いて画面にプレゼンテーシ ョ ンを
表示するための組み込み機能が動作するかど うかを確認します。

アクテ ィブな Cisco TelePresence コールが実行中である こ とを確認して ください。 次の手
順を実行します。

1. VGA ケーブルをラ ップ ト ップ コンピュータに接続してから、 外部プレゼンテー
シ ョ ンの共有を有効化する適切なキー シーケンスを押すこ とによって （Fn-F7）、 プ
レゼンテーシ ョ ンが表示されるよ うに設定します。

C3 コールを保留にしてから再開できる こ とを確認す
る

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：

C4 別の Cisco TelePresence ユニッ ト にアドホッ ク  コー
ルを発信する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
2. PiPCtrl ソフ ト キーを押して、 画面のどの部分にプレゼンテーシ ョ ンを表示するかを
選択します （図 3 を参照）。

図 3 アクテ ィブ コール中の Cisco 7975 IP Phone のインターフェイス

3. 一番左から  3 つ目までのボタンの う ちの 1 つを押して、 Picture in Picture の位置を選
択します （図 4 を参照）。 4 つ目のボタンは、 プレゼンテーシ ョ ンを画面に表示しな
い場合に使用します。

図 4 Picture in Picture 選択時の Cisco 7975 IP Phone のインターフェイス

4. 画面上の目的の位置に、 プレゼンテーシ ョ ンが表示されます。

画面にプレゼンテーシ ョ ンが正常に表示されましたか？ はい
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
オーディ オおよびビデオの品質

テス ト  ケース F1 ： オーディオ品質の検証

概要 ： Cisco TelePresence 500 システムは、 忠実度の高いコーデッ クを使用して、 CD と同
等のオーディオ品質をユーザに提供します。 こ こでは、 これまでに実行したすべてのテス
ト  コールに基づいて、 オーディオ品質が良質である こ と を検証します。

このテス ト  プランの実行中に生成されるすべてのテス ト  コールのオーディオ品質を、 次
の中から選んでください。

とても良い

良い

普通

悪い

とても悪い

下の欄に、 コールの音声品質に関する問題のタイプ （エコー、 リバーブ、 低音量、 合成
音、 金属音） を記入して ください。

問題の説明 ： 問題の内容をこ こに記入して ください。

オーディオ品質が普通レベルを上回っている場合は、 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて
ください。

テス ト  ケース F2 ： ビデオ品質の検証

概要 ： Cisco TelePresence エン ドポイン ト を結ぶネッ ト ワークがビデオ対応であ り、 パス内
のすべてのデバイスが正し く検証および設定されている場合、 ビデオ品質は良質であるは
ずです。 このテス ト では、 画質が良質であるかど うかを検証します。

このテス ト  プランの実行中に生成されるすべてのテス ト  コールのビデオ品質を、 次の中
から選んでください。

とても良い

良い

普通

D1 Auto Collaborate Presentation （自動コ ラボレー ト  プ
レゼンテーシ ョ ン） が機能しているかど う かを確
認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：

F1 すべてのコールのオーディオ品質が許容範囲内に
ある こ とを確認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
悪い

とても悪い

下の欄に、 ビデオ品質に関して発生した問題 （コマ送り状態、 動画の静止化、 カラー バラ
ンスなど） を記入して ください。

問題の説明 ： 問題の内容をこ こに記入して ください。

ビデオ品質が普通レベルを上回っている場合は、 「合格」 にチェ ッ クマークを付けて くだ
さい。

コール統計情報の検証

テスト  ケース E1 ： コール中にコール統計情報を収集する

アクテ ィブ コール中に、 下に示す表の項目すべてを記入します。 数値は、 コーデッ クの
コール統計情報ページから収集できます （図 5 を参照）。

表 2 の統計情報をすべて収集できた場合は、 「合格」 にチェ ッ クマークを付けます。 何ら
かの理由で統計情報を収集できなかった場合は、 「不合格」 にチェ ッ クマークを付け、 「例
外」 欄にその内容を記入します。

図 5 ビデオ コール統計情報ページ

F2 ビデオ品質を検証する 合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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エクスペリ エンス検証のテスト  ケース
表 2 コール統計情報の表

テス ト  ケース E2 ： システムからログ ファイルを収集する

この最終テス ト  ケースでは、Cisco TelePresence 500 システムから ログ ファ イルを収集しま
す。 このログ  ファ イルは、 本書と一緒に提出していただく必要があ り ます。

1. ブラウザで、 Cisco TelePresence Administration Web ページにログインします。

2. 左側のナビゲーシ ョ ン  ペインから、 Log Files を選択します。 3 つのタブが表示され、
それぞれに Cisco TelePresence システムから、 システム  オペレーシ ョ ン （sysop） ロ
グ  ファ イル、 セッシ ョ ン開始プロ ト コル （SIP） メ ッセージ、 およびログ ファ イル
が表示されます。 これらの内容を表示するには、 ウ ィ ン ド ウ上部の Log Files タブを
ク リ ッ ク します。

3. 要求された情報をフォームに入力した後、 Capture Log Files をク リ ッ ク して、 適切な
ログ ファ イルを収集します。 収集プロセスが完了したら、 Download Log Files をク
リ ッ ク して、 ファ イルのダウンロード  プロセスを開始します。 Cisco TelePresence 
System Administration ソフ ト ウェアによ り、 ログ  ファ イルを表示するか、 または保
存するかの確認を求めるプロンプ ト が表示されます。 ファ イルをマシンに保存しま
す。

センター 補助

平均遅延時間 0 秒

音声パケッ ト損失 0.000 % 0.000 %

音声平均ジッ タ 0 0

ビデオ パケッ ト損失 0.000 % 0.000 %

ビデオ平均ジッ タ 0 0

E1 コール中に GUI からコール統計情報を収集できる
こ とを確認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：

E2 コール後にシステムから ログ ファ イルを取り込め
るかを確認する

合格□　不合格□　該当なし□

例外または
コ メ ン ト ：
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付録 A

コール統計情報収集の手順

• GUI を使用 （ス ク リーンシ ョ ッ ト によ る手順説明を含む）

• CLI を使用 （収集手順に関するコマンド ラ インのス ク リーンシ ョ ッ ト を表示）
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用語集

その他の用語については、 次の URL で、 『CCO Internetworking Terms and Acronyms Guide』
を参照して ください。

http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/cisintwk/ita/index.htm
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